
韓国留学体験レポート 

国際文化学科 

２１０１８１０８ 

松尾 綾香 

 

私は、8 月 31 日から１２月２６日までの約 4 か月間、韓国にあるキョンヒ大学で留学を

し、韓国語や韓国の歴史、文化などを学びました。 

 まず、韓国での授業は朝の９時から始まり、最初の一か月間は同じ国際情報大学の学生と

一緒のクラスで授業を受けました。みんな知り合いで友達だったので心配事はなく、楽しく

授業を受けることが出来ました。二か月目からは、年齢はバラバラ、様々な国から来た生徒

と一緒に自分のレベルにあったクラスで授業を受けます。私は日本人の学生が多いクラス

でしたが、日本人が少ないクラスもありました。授業はすべて韓国語だけだったため、初め

はちゃんとついていけるか不安でした。しかし、授業中に分からないところがあった際、先

生に質問したら簡単な韓国語で説明してくださりました。そのため、ちゃんとついていくこ

とができました。また、外国人のクラスメイトとコミュニケーションをとる際には韓国語が

必要だったので仲良くなるまで初めは少し大変でした。しかし、時間が経つにつれお互いコ

ミュニケーションも取れるようになり、休み時間にお話ししたり SNS を交換したりして仲

良くなることが出来ました。留学が終わる際はお別れがとても悲しかったです。また、午後

の授業では国際情報大学の学生だけでセミナーや韓国の歌の授業などを受けました。たま

に、韓国料理作りを体験する授業やダンスの授業などもあり、とても楽しかったです。 

 次に、韓国生活を通して感じたことです。まず、カフェがとても多いと思いました。学校

に行くまでの道にも何件もお店があり、学生や先生までもが片手にコーヒーを持って歩い

ていました。学校終わりでは、カフェで勉強する学生も多く、日本と違うなと感じました。

テイクアウトのお店はサイズが大きいのに値段も安くて初めは驚きました。次に、お店の店

員の態度が日本とは違うと感じました。店員がお客の前でスマホを使用していたり、ご飯を

食べていたりと日本では考えられない光景でした。初めは驚きましたが、生活していくうち

に慣れていきました。 

授業のない休日は、主に友達と遊びに出かけていました。交通手段は地下鉄を主に使って

いたのですが、交通費も安く、寄宿舎の最寄り駅から出ている本数も多かったのでとても便

利でした。地下鉄を利用する際は T-moneyカードを事前に用意しておくといいと思います。

これは、日本でいう suica みたいなものでチャージしておけば、現金で切符を買うより１０

０₩安く乗ることができ、空港やコンビニで簡単に購入することができます。 

 次に、スマートフォンについてです。私はスマホを sim フリーにした状態で持っていき、

韓国の sim を入れて使用していました、学校や寄宿舎にいる分には Wi-Fi が設備されてい

るため特に問題はなかったです。しかし、有名な観光地ならフリーWi-Fi が飛んでいたけど、



繋がりも悪く、結局はスマホが使えない状態になり、とても不便だと感じました。そのため、

スマホを日ごろから沢山使用する方は事前に Wi-Fi を準備しておくなどしておいたほうが

いいと思います。 

４か月という期間は、長いようであっという間に終わりました。留学前は、日韓情勢があ

まり良くなかったため不安もありましたが、出会った韓国の方は親切で忘れられない４か

月間になりました。恵まれた環境の中で留学を経験することが出来てとてもよかったです。 


